
2023

1
Vol.169

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

「福米西小学校　あいさつ運動」笑顔でおはようございます！「福米西小学校　あいさつ運動」笑顔でおはようございます！



東
山
中
学
校
1
年
生
の
総
合
（
探
究
）
的

な
学
習
の
時
間
は
、魅
力
あ
る
米
子
の
発
見・

発
信
を
通
し
て
、
市
の
課
題
解
決
を
目
指
す

授
業
で
す
。
今
年
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
は
、「
地
域
の
サ
ロ
ン
参
加
者
を
倍
増
せ

よ
！
」、「
災
害
時
の
地
域
支
え
愛
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
よ
！
」
と
い
う
２
つ
の
課

題
を
投
げ
か
け
、
各
課
題
に
対
し
複
数
の
グ

ル
ー
プ
が
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

調
べ
学
習
や
、
市
社
協
・
地
域
の
関
係
者

へ
の
聞
き
取
り
、
ク
ラ
ス
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
、
現
状
や
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、

仮
説
を
立
て
、
課
題
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
ま
す
。
10
月
５
日
の
最
終
成
果

報
告
会
で
は
、
提
案
内
容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
発
表
し

て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
く
参
加
で

き
る
サ
ロ
ン
に
す
る
た
め
、
回
覧
だ
け
で
な

く
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情
報
発
信
、

一
緒
に
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
子

ど
も
と
高
齢
者
が
お
互
い
教
え
合
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
具
体
的
で
実
現
可
能
な
提
案
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

災
害
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
防
災
す

ご
ろ
く
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
用
い
て
作
っ

た
ク
イ
ズ
な
ど
、
大
人
顔
負
け
の
提
案
も
続

き
、
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
成
果
報
告
会
に
は
、
聞
き
取
り
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
サ
ロ
ン
の
世
話
人
の

皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、生
徒
の
皆
さ
ん
の「
地

元
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
想
い
に
励
ま
さ

れ
る
と
共
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
市

社
協
と
し
て
も
、
中
学
生
の
柔
軟
な
発
想
を

よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
地
域
活
動
に
繋
げ
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
‼

生徒の発表を聞いて喜ぶサロンの世話人さん

東
山
中
学
校 

総
合
〈
探
究
〉
的
な
学
習
の
時
間

防災すごろく

中
学
生
と
地
域
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

2

プレゼンテーションの様子



サ
ロ
ン
の
活
動
と
し
て
は
、
毎
月
第
1
金

曜
日
、
午
後
１
時
〜
３
時
、
年
間
９
回
、
公

民
館
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
体
操
、
共
同
制
作

を
し
た
り
、
講
座
を
聴
い
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍

は
中
止
で
し
た
が
茶
話
会
を
し
た
り
、
皆
さ

ん
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
い
き

い
き
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。あ

い
さ
つ
運
動

毎
月
一
度
、
民
生
委
員
、
小
学
校
６
年
生

の
数
名
、
中
学
校
の
数
名
が
、
小
学
生
の
朝

の
登
校
時
に
道
路
に
立
ち
、
あ
い
さ
つ
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
登
校
の
子
ど
も
達
も

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
一
日
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

【
次
回
は
夜
見
地
区
を
紹
介
し
ま
す
】

在
宅
福
祉
員
に
よ
る
見
守
り
援
助
活
動

福
米
西
地
区
で
は
、
在
宅
福
祉
員
に
よ
る

80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者

世
帯
、
そ
の
他
見
守
り
が
必
要
な
世
帯
を
対

象
と
し
て
、
希
望
さ
れ
る
方
の
お
宅
に
定
期

的
に
（
月
に
１
回
程
度
）
訪
問
し
、
お
元
気

か
ど
う
か
、
困
り
ご
と
は
な
い
か
を
確
認
す

る
「
見
守
り
活
動
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
年
に
3
回
実
施

し
て
い
た
手
作
り
給
食
の
配
食
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
月
に
一
度
、
さ
さ
や
か
で
す

が
品
物
の
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン 

あ
じ
さ
い
の
会
）

あ
じ
さ
い
の
会
は
平
成
23
年
よ
り
民
生
委

員
、
在
宅
福
祉
員
、
け
や
き
の
代
表
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
で
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。サ

ロ
ン
の
方
々
に
よ
り
積
極
的
な
声
掛
け

を
実
施
さ
れ
た
お
蔭
で
、
参
加
さ
れ
る
方
も

増
え
ま
し
た
。

いきいきサロン『あじさいの会』リクリエーション

福米西小学校「あいさつ運動」校門前の様子

「月に一度の見守り援助活動」
一人ひとりの笑顔を思い浮かべて
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「
つ
な
が
り
・
お
も
い
や
り
・
助
け
合
い
」
の

心
を
大
切
に
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
22
〈
福
米
西
地
区
〉
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ボランティア活動の心構えを学び、ボランティアへの
理解と関心を深めてみませんか。

※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中
止とする場合もあります。

【対　象】市内に在住・在学・在勤で、ボランティア活動
にご興味のある方

【場　所】ふれあいの里 2階 ボランティア研修室②
【定　員】15人（先着順）

日にち

第５回
2/24(金)

10：00
〜
11：30

時 間 内容／講師

『ボランティア活動とは』
【講師】米子市ボランティアセンター職員

『ボランティア体験』
●傾聴ボランティアについて
【講師】よなご傾聴しあわせの会 会員

お問い合わせ・お申込み
米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）
☎23-5455　F37-3855
※手話通訳・要約筆記が必要な方は申込時にお伝えください。

ボランティア入門講座

所得税控除を受けるためには確定申告を行う必要が
あります。

米子市社会福祉協議会へいた
だいた寄付金は、地域福祉を推
進するために使わせていただい
ています。詳しくはHPをご覧く
ださい。

米子市社会福祉協議会への
寄付金、賛助会費は

「所得税控除」の対象になります

所得税控除を受けるための手続き

確定申告に必要な添付書類
●「寄付金・賛助会費の領収書」
●「税額控除の証明書」（税額控除を受ける場合）
※税額控除の証明書の写しはHPから印刷することが
できます。

米子ファミリー・サポート・センター
からのお知らせ

お問い合わせ・お申込み
米子ファミリー・サポート・センター
☎32-0016　F32-0026

米子ファミリー・サポート・センターでは、子どもを預
けたい“依頼会員”と、主に自宅で子どもを預かる“援助
会員”を会員として組織化し、会員同士で有償にて育児
の相互援助活動を行っています。子どもの習い事への
送迎、保護者の外出時の預かりなどを希望される方
は、是非ご登録ください。

依頼会員登録説明会
【日　時】２月5日(日)　午前10時～（40分程度）
【内　容】事業説明、登録手続きなど
【場　所】ふれあいの里２階　
【登録料】無料   【申込締切】2月1日(水)
【援助対象年齢】０歳児から小学校６年生までの児童
※通常は週２回、火曜日10時・金曜日14時から行って
おりますが、勤務等で平日出掛けられない方はぜひ
ご参加ください。
※要事前申込（当日参加は受付けません）

日曜開催！

米子市児童文化センターに「本を贈ろうプロジェク
ト」自動販売機を設置させて頂きましたのでご利用く
ださい。
※売上の一部で市内の小中学校及び児童文化セン
ターに図書を寄贈させて頂きます。

福祉の地域づくり自動販売機を
設置させて頂きました

ま    ち
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「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

永
年
在
職
団
体
役
員

本
村
　
淳

中
村
　
勉

中
村
剛
士

永
見
修
司

反
田
敏
博

仲
田
秀
範

荒
鳶
正
勝

横
山
賢
治

上
田
俊
英

遠
藤
仁
誉

加
藤
　
朗

長
谷
川
晋
也

伊
達
孝
禮

塚
田
　
徹

端
下
良
則

池
田
俊
昭

八
田
定
夫

田
中
秀
光

八
幡
明
好

三
鴨
眞
美
子

本
池
徳
雪

岩
田
光
子

岡
田
　
隆

　
今
年
度
の
「
米
子
市
社
会
福
祉
大
会
」
は
中

止
と
な
っ
た
た
め
、
本
市
の
社
会
福
祉
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
状
、
感
謝
状
は
、
推
薦

者
を
通
じ
て
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

永
年
在
職
民
生
児
童
委
員

森
川
純
二

矢
倉
敏
文

岡
村
淑
恵

永
年
在
職
施
設
団
体
職
員

實
繁
広
子

松
本
　
藍

西
田
　
愛

植
田
喜
子

森
脇
智
佳
子

絹
谷
佳
美

岡
田
万
美
子

有
澤
泰
裕

渡
部
雄
子

田
邉
洋
子

野
田
菜
央

足
立
功
次
郎

秋
田
和
美

森
安
法
幸

板
井
千
恵

蔵
光
景
子

小
谷
佳
弘

石
井
美
由
紀

松
田
美
恵

河
本
太
一

赤
井
さ
ゆ
り

遠
藤
智
史

井
川
敏
子

平
尾
由
衣
子

竹
歳
香
苗

齋
藤
　
睦

汐
田
　
裕

大
塚
あ
い

西
尾
美
紀

中
西
　
涼

門
脇
弘
子

矢
倉
安
純

木
村
和
人

藤
貞
由
美
子

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状

永
年
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ド
ル
チ
ェ

永
年
在
職
在
宅
福
祉
員

宮
岡
由
記
子

林
　
潤
子

玉
木
由
紀
子

安
達
多
喜
子

松
井
博
子

菅
谷
久
美
子

須
山
俊
江

岩
田
伊
津
美

津
村
あ
け
み

安
田
三
保

平
井
杏
奈

佐
藤
泰
枝

中
西
優
子

足
立
万
里
子

前
田
典
子

仲
矢
寛
子

田
中
静
子

綾
　
文
子

塩
谷
千
佳
江

浅
井
三
枝
子

大
山
早
苗

多
額
寄
付

小
西
　
治

米
子
市
共
同
募
金
委
員
会
長
表
彰

20
年
連
続
目
標
額
達
成
地
区
共
同
募
金
会

夜
見
地
区
共
同
募
金
会

５
年
連
続
目
標
額
達
成
地
区
共
同
募
金
会

加
茂
地
区
共
同
募
金
会

福
米
東
地
区
共
同
募
金
会

令
和
3
年
度
目
標
額
達
成
地
区
共
同
募
金
会

明
道
地
区
共
同
募
金
会

住
吉
地
区
共
同
募
金
会

河
崎
地
区
共
同
募
金
会

福
米
西
地
区
共
同
募
金
会

福
生
西
地
区
共
同
募
金
会

大
篠
津
地
区
共
同
募
金
会

和
田
地
区
共
同
募
金
会

富
益
地
区
共
同
募
金
会

巌
地
区
共
同
募
金
会

春
日
地
区
共
同
募
金
会

大
高
地
区
共
同
募
金
会



香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

博

労

町
前
田
　
守
義

金
一
封

御
母
堂

輝
枝
様

角

盤

町
仙
田
　
定
雄

金
一
封

御
母
堂

春
子
様

錦

町
谷
口
　
友
介

金
一
封

御
母
堂

和
美
様

明

道

道

笑

町
林
田
　
文
雄

金
一
封

御
尊
父

光
治
様

道

笑

町
上
杉
　
奈
穂

一
万
円

御
尊
父

剛
史
様

紺

屋

町
松
田
　
成
樹

金
一
封

御
祖
母

暁
子
様

万

能

町
加
藤
　
博
已

金
一
封

御
内
室

早
苗
様

万

能

町
川
上
　
千
八
子

金
一
封

御
主
人

哲
郎
様

道

笑

町
田
中
　
三
保
子

金
一
封

御
主
人

勇
様

陽

田

町
池
岡
　
延
子

金
一
封

御
主
人

幸
治
様

就

将

加

茂

町
角
　
淑
子

金
一
封

御
主
人

祐
次
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

祇

園

町
祖
田
　
圭
子

五
万
円

御
母
堂

千
鶴
子
様

義

方

旗

ヶ

崎
間
田
　
亮
一

一
万
円

御
母
堂

み
ね
こ
様

花

園

町
大
倉
　
昭
子

金
一
封

御
主
人

紀
郎
様

錦

町
竹
田
　
邦
夫

金
一
封

御
尊
父

礼
一
様

大
綱
白
里
市

み
ど
り
が
丘
石
谷
　
昌
司

金
一
封

御
尊
父

達
司
様

角

盤

町
森
下
　
直
子

金
一
封

御
主
人

照
行
様

三

本

松
仲
田
　
清
志

金
一
封

御
母
堂

八
五
子
様

三

旗

町
杉
原
　
道
明

金
一
封

御
内
室

弘
子
様

灘

町
足
川
　
美
恵
子

金
一
封

御
母
堂

坂
本
善
子
様

立

町
佐
布
　
誘
司

金
一
封

御
内
室

朋
子
様

角

盤

町
三
國
　
永
治

十
万
円

御
母
堂

昭
子
様

花

園

町
岩
木
　
庸
一

金
一
封

御
尊
父

八
郎
様

灘

町
堀
江
　
信
也

金
一
封

御
母
堂

詔
子
様

天

神

町
小
谷
　
僚
樹

金
一
封

御
母
堂

洋
子
様

住

吉

上

後

藤
能
登
路
　
好
美

金
一
封

御
主
人

徹
様

旗

ヶ

崎
内
田
　
富
美
子

金
一
封

御
主
人

正
三
様

旗

ヶ

崎
寄
藤
　
由
弘

金
一
封

御
母
堂

弘
子
様

上

後

藤
田
辺
　
路
晴

金
一
封

御
母
堂

晴
栄
様

旗

ヶ

崎
石
田
　
律
子

金
一
封

御
主
人

一
夫
様

西
伯
郡
大
山
町

桑
本
　
昌
子

金
一
封

御
母
堂
足
立
と
よ
子
様

旗

ヶ

崎
遠
藤
　
淑
恵

金
一
封

御
主
人

和
彦
様

旗

ヶ

崎
熊
谷
　
あ
や
子

金
一
封

御
母
堂

文
枝
様

車

尾

観

音

寺
加
藤
　
豪

金
一
封

御
尊
父

幹
夫
様

車

尾
細
田
　
卓
嗣

金
一
封

御
尊
父

幸
暎
様

車

尾
須
山
　
忠

三
万
円

御
内
室

和
美
様

中

島
山
口
　
真

金
一
封

御
母
堂

榮
子
様

加

茂

両

三

柳
足
塚
　
敏
文

金
一
封

御
母
堂

泰
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

両

三

柳
和
泉
　
浩
司

金
一
封

御
尊
父

克
司
様

両

三

柳
生
田
　
圭
子

金
一
封

御
母
堂

西
村
笑
香
様

両

三

柳
永
清
　
晴
夫

五
千
円

御
母
堂

愛
様

河

崎

河

崎
足
立
　
浩
一

金
一
封

御
尊
父

丞
二
様

河

崎
澤
村
　
徳
彦

金
一
封

御
母
堂

梶
江
様

河

崎
景
井
　
晴
樹

金
一
封

御
義
父

勝
利
様

河

崎
上
田
　
浩
二

金
一
封

御
尊
父

葊
明
様

福

生

東

上

福

原
大
本
　
朋
良

金
一
封

御
尊
父

武
男
様

上

福

原
清
水
　
直
彦

金
一
封

御
尊
父

敏
雄
様

上

福

原
竹
中
　
晋

金
一
封

御
祖
母

康
子
様

皆

生
米
田
　
誠

金
一
封

御
母
堂

礼
子
様

福

生

西

上

福

原
前
嶋
　
洋
子

金
一
封

御
主
人

俊
明
様

皆

生
山
﨑
　
高
裕

金
一
封

御
祖
母

松
榮
様

福

米

東

西

福

原
井
坂
　
喜
規

金
一
封

御
尊
父

一
男
様

東

福

原
杉
本
　
忠
勝

金
一
封

御
内
室

幸
子
様

米

原
花
井
　
篤
司

金
一
封

御
母
堂

い
つ
子
様

東

福

原
須
藤
　
郁
実

金
一
封

御
母
堂

勝
江
様

上

後

藤
村
田
　
照
子

金
一
封

御
主
人

義
人
様

東

福

原
倉
鋪
　
京
侍

一
万
円

御
尊
父

知
朋
様

福

米

西

西

福

原
渡
邉
　
宏
信

十
万
円

御
祖
父

信
市
様

西

福

原
松
本
　
勝
子

金
一
封

御
主
人

佑
亮
様

彦

名

彦

名

町
吉
田
　
康
弘

金
一
封

御
母
堂

弘
子
様

彦

名

町
月
岡
　
麻
由
美

金
一
封

御
尊
父

亨
様

住
所

氏
　
名

金
額

弥
生
町

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
米
子
経
友
会
二
一
八
、四
四
〇
円

冨
士
見
町

杉
原
美
代
子

三
〇
、〇
〇
〇
円

昭
和
町

妹
尾
　
稔

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

両

三

柳

米
子
ケ
ヤ
キ
通
り
振
興
会

一
〇
六
、五
八
七
円

交
通
遺
児
基
金

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
4
年
9
月
１
日
～

令
和
4
年
11
月
30
日

6



住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

崎

津

大

崎
角
　
　
勇
人

五
千
円

御
祖
母

み
ど
り
様

大

崎
松
本
　
照
夫

金
一
封

御
尊
父

利
明
様

大

崎
渡
部
　
由
美
子

一
万
円

御
母
堂

久
子
様

大

篠

津

大
篠
津
町
安
田
　
道
憲

金
一
封

御
尊
父

進
是
様

大
篠
津
町
小
西
　
己
代
子

金
一
封

御
主
人

昭
一
様

和

田

和

田

町
矢
倉
　
文
夫

五
千
円

御
尊
父

勤
様

夜

見

夜

見

町
恩
部
　
磐

金
一
封

御
内
室

イ
ツ
子
様

成

実

新

山
上
野
　
洋
子

金
一
封

御
主
人

和
美
様

石

井
齋
木
　
紀
美
子

一
万
円

御
主
人

兵
治
様

石

井
齋
木
　
喜
由

二
万
円

御
尊
父

民
治
様

奥

谷
三
木
　
圭
介

金
一
封

御
尊
父

千
代
治
様

日

原
國
谷
　
節
子

金
一
封

御
母
堂

千
代
枝
様

尚

徳

兼

久
吉
持
　
貴
文

金
一
封

御
尊
父

昭
明
様

永

江

永

江
原
　
倭
子

金
一
封

御
主
人

長
人
様

五

千

石

福

市
加
藤
　
圭
一

金
一
封

御
母
堂

幹
子
様

福

市
中
谷
　
安
秀

金
一
封

御
尊
父

重
様

巌

浦

津
松
岡
　
哲
也

金
一
封

御
尊
父

操
様

蚊

屋
松
田
　
幹
雄

金
一
封

御
母
堂

慶
子
様

二

本

木
西
田
　
榮
子

金
一
封

御
主
人

卓
弘
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

春

日

古

豊

千
河
田
　
俊
彦

金
一
封

御
母
堂

正
子
様

古

豊

千
安
本
　
公

金
一
封

御
母
堂

素
子
様

赤

井

手
伊
藤
　
浩

金
一
封

御
祖
母

浅
子
様

一

部
塚
田
　
建
志

金
一
封

御
母
堂

春
子
様

大

高

尾

高
田
中
　
み
づ
え

金
一
封

御
主
人

延
孝
様

尾

高
山
根
　
洋
二

金
一
封

御
尊
父

治
弥
様

尾

高
阿
部
　
克
裕

金
一
封

御
母
堂

ミ
サ
コ
様

尾

高
後
藤
　
広
行

金
一
封

御
尊
父

充
司
様

下

郷
富
田
　
智
恵
美

金
一
封

御
母
堂

千
代
子
様

県

日

下
松
井
　
博
文

金
一
封

御
尊
父

導
彦
様

福

万
湯
原
　
靖
子

金
一
封

御
主
人

譲
様

河

岡
須
山
　
勝

金
一
封

御
尊
父

由
夫
様

河

岡
桑
垣
　
仁
美

金
一
封

御
主
人

謙
治
様

日

下
山
村
　
健
生

金
一
封

御
尊
父

茂
様

淀

江

淀

江
生
田
　
隆
正

金
一
封

御
尊
父

正
男
様

西

原
岩
本
　
寿
也

金
一
封

御
尊
父

勝
美
様

西

原
吹
野
　
浩
二

金
一
封

御
尊
父

勝
美
様

淀

江
野
島
　
譲

金
一
封

御
尊
父

昭
二
様

西

原
村
岡
　
俊
彦

金
一
封

御
尊
父

弘
朗
様

西

原
中
川
　
博
之

金
一
封

御
尊
父

豊
様

西

原
細
田
　
美
和
子

金
一
封

御
主
人

稔
様

西

原
竹
中
　
良
子

金
一
封

御
主
人

修
二
様

淀

江
稲
田
　
勝
浩

金
一
封

御
尊
父

博
晴
様

淀

江
森
本
　
守

金
一
封

御
尊
父

寛
様

今

津
灘
脇
　
道
雄

金
一
封

御
母
堂

美
江
様

淀

江
岡
田
　
京
子

金
一
封

御
令
弟

広
家
幹
夫
様

今

津
唐
来
　
喜
朗

金
一
封

御
尊
父

春
朗
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

宇

田

川

富

繫
森
本
　
毅

金
一
封

御
母
堂

保
子
様

大

和

佐

陀
松
井
　
透

金
一
封

御
尊
父

薫
様

佐

陀
加
藤
　
絹
子

金
一
封

御
主
人

幸
雄
様

佐

陀
静
間
　
美
智
子

金
一
封

御
母
堂

壽
子
様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Special Thanks
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9
月
30
日
に
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
米
子

経
友
会
様
よ
り
二一
八
、四
四
〇
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
市
民
の

み
な
さ
ま
の
た
め
社
会
福
祉
活
動

の
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

11
月
11
日
に「
米
子
ケ
ヤ
キ
通

り
振
興
会
」様
よ
り「
米
子
ケ
ヤ

キ
通
り
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
と
し
て

一
〇
六
、五
八
七
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
は
交
通
遺
児
の
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
に
交
通
遺
児
激
励
金
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11/11付　日本海新聞
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皆様のご意見・ご感想をお聞かせください。

0859‐23‐54950859‐23‐5490
furesato@chukai.ne.jp

米子社協

この広報紙は一部
赤い羽根共同募金の
助成金で発行しています。

　令和５年を迎え、皆様にはご健勝で新しい年を
お過ごしのことと、心からお慶び申し上げます。日
頃より本会に対しまして格別のご支援、ご協力を
賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、２０２０年より発生した新型コロナウイルス感染への対応が
社会に与えた影響は多大なものがありましたが、時間の経過につれ
てワクチン接種の向上やマスクの着用等を踏まえ、又、ウイルスの
変化等に伴いウイズコロナへの姿勢が出てきました。今年はさらに
工夫されて賑やかな情景が見られることでしょう。しかし、新型コロ
ナウイルス感染の対応で様々な厳しい事態が発生したのも事実で
す。政府はコロナ特別助成金や給付金で対応しました。当社協もそ

の窓口の一つの生活福祉資金を担当してきましたが、大変利用が
多く職員が協力しあって乗り越えてまいりました。コロナ禍の中で
「社会的つながり」が改めて問われていますが、社協が果たす役割
は増々重要になっていると思われます。２０２５年になると団塊の世
代が後期高齢者となりますが、政府はこの超高齢化社会の問題に
取り組む指針として、重層的支援体制整備事業を２０２１年に施行し
ました。内容を見ると①相談支援事業②参加支援事業③地域づく
り事業とあります。この中で、米子市ではふれあいの里内に「えしこ
に」と呼ばれる福祉のよろず相談所がスタートしました。米子市社協
では、地区社協をはじめ地域住民の皆さんと協働して地域づくり事
業に取り組んでいます。今年は行政と社協のネットワークで、より住
みやすい米子を目指してまいります。今後とも皆様のご支援ご協力
をお願い申し上げて、ご挨拶といたします。

会長 新年のご挨拶

軽費老人ホーム 玉真園
西伯郡大山町大塚717番地

社会福祉法人 大徳会 初代理事長の米原妙真が長寿に繋
がる縁起のよい地名、千歳（せんざい）において身寄りの少
ない高齢者に、明るい憩いの場を提供したいとの思いで昭和
５０年９月『軽費老人ホーム玉真園』を開設しました。南に
秀峰大山を望み、眼下には雄大な日本海が開け、時に隠岐
の島も望見できる自然あふれる環境にあります。

私たちはご利用者の方が個人の尊厳を保持しつつ、自立
した生活を地域社会において営むことが出来るよう日々支
援を致しております。また、地域の独居高齢者、経済的に
困窮する方等を支援するため、低額な料金で福祉サービス
を提供できるよう努めています。

今後も私たちは賛助会員として、また地域の関係機関等
と連携をとり地域福祉に貢献することで期待・信頼される施
設となるよう努力してまいります。

広告掲載について
配 布 先

自治会加入世帯・賛助会員企業・市内小中学校・
市内公民館・市役所窓口・県内の社会福祉協議会

発行枚数 45,700部

金　　額 1枠（9cm×5cm） 10,000円

社会福祉法人 大徳会

お問い合わせ・お申込み

tel.0859（54）2438 西伯郡大山町大塚717番地

軽費老人ホーム
見学・入所
相談受付中

要予約

お食事・お風呂つき高齢者住宅

玉真園
ぎょく しん えん

月額基本利用料金6.3 ～万円 ●全室個室 ●頭金・礼金・敷金不要

賛助会員ご紹介

よ
な
ご
社
協
だ
よ
り

1
6
9
令
和
5
年
1
月
1
日
発
行

発
行
／
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
　〒
6
8
3‐0
8
1
1 

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9‐3「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
　Tel
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
0
　Fax
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
5

印
刷
／
合
同
印
刷
株
式
会
社 

米
子
市
和
田
町
2
0
0
5‐2
　Tel
0
8
5
9‐2
5‐1
1
6
1
　Fax
0
8
5
9‐2
5‐1
2
3
2

Vol.

賛助会員加入ご協力のお願い
　賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴
重な財源となっております。米子市社会福祉協
議会の地域福祉活動を財源面から支援、協力
していただける方を募集しております。

●社会福祉法人 博愛会　　●寿製菓株式会社
新しい賛助会員（法人・団体）を紹介します。

玉真園はご利用者様が健康で安心した
生活を送れるように支援致します。


